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１ . 明 治 期 の 知 識 人 に 信 徒 を 増 や し て 、 封 建 的 道 徳 の 打 破 や 自 主 独 立 の 近 代 1

的 個 人 の 確 立 に 大 き な 役 割 を 果 た し た キ リ ス ト 教 宗 派 。

２ . P E R S O N 明 治 の 詩 人 ・ 評 論 家 。 自 由 民 権 運 動 に 挫 折 後 、 入 信 。 雑 誌 「 文 2

学 界 」 を 創 刊 し た ロ マ ン 主 義 文 学 の 中 心 人 物 。

３ . P E R S O N 明 治 か ら 昭 和 初 期 の 教 育 者 。 札 幌 農 学 校 で ク ラ ー ク の 教 え に 3

学 び 、 入 信 。 日 本 文 化 と キ リ ス ト 教 の 融 合 を 説 き 、 国 連 事 務 次 長 に も 。

４ . B O O K 新 渡 戸 稲 造 の 主 著 。 外 国 人 の 妻 の 勧 め で 日 本 精 神 を 紹 介 し た 英 4

文 の 書 。

５ . P E R S O N 明 治 の 宗 教 家 ・ 教 育 者 。 入 信 し て 京 都 に 同 志 社 英 学 校 設 立 。 5

６ . P E R S O N 明 治 ・ 大 正 の 日 本 ﾌﾟ ﾛ ﾃ ｽ ﾀ ﾝ ﾄ教 会 の 中 心 的 人 物 。 外 国 人 の 伝 道 組 6

織 か ら 日 本 の ｷﾘ ｽ ﾄ教 を 解 放 。 東 京 神 学 社 を 設 立 し 国 家 主 義 的 な 風 潮 に 抵 抗 。

キ リ ス ト 教 は 武 士 道 を 完 成 さ せ る も の と 主 張 し た 。

７ . P E R S O N 明 治 か ら 昭 和 初 期 の 思 想 家 。 新 渡 戸 稲 造 ら と と も に 札 幌 農 学 7

校 で ク ラ ー ク の 教 え に 学 び 、 入 信 。 渡 米 し て 帰 国 後 教 職 に 就 き 、 日 露 戦 争

に 反 対 す る な ど 、 キ リ ス ト 教 的 人 道 主 義 の 立 場 を 貫 い た 。

８ . W O R D 内 村 鑑 三 の 言 葉 で 、 武 士 出 身 の 彼 が 自 分 自 身 の キ リ ス ト 教 信 仰 の 8

基 盤 を 武 士 道 で あ る と 表 現 し た も の 。 日 本 的 な キ リ ス ト 教 の 信 念 。

９ . 内 村 鑑 三 が そ の た め に 生 き る と し た 二 つ の Ｊ 前 者 を 未 来 の 生 命 9、 「 」。 、

後 者 を 現 在 の 生 命 と し 、 I f o r J a p a n , J a p a n f o r t h e w o r l d , t h e w o r l d

f o r C h r i s t , a n d a l l f o r G o d .と 主 張 。

10 . 内 村 鑑 三 が 説 く 、 制 度 と し て の 教 会 を 否 定 し た 福 音 主 義 。 10

1 1 . 内 村 鑑 三 が 、 日 露 戦 争 に 際 し て 日 本 の 侵 略 主 義 を 道 徳 的 堕 落 と し て 主 張 11

し た 平 和 主 義 。 絶 対 的 平 和 こ そ が 愛 国 で あ る と 説 い た 。

12 . B O O K 内 村 鑑 三 の 主 著 で 、 自 伝 的 な 信 仰 告 白 書 。 原 書 は 英 文 。 そ の 他 12

の 著 作 に 、 西 郷 隆 盛 な ど を 英 文 で 外 国 に 紹 介 し た 『 代 表 的 日 本 人 』 な ど 。

T. Q .「 近 代 日 本 の 幕 開 け に 稲 造 と 鑑 三 が 果 た し た 役 割 と は ？ 」

T. A .

稲 造 は 「 太 平 洋 の 架 け 橋 」 と し て 『 武 士 道 』 を 英 訳 し 、 鑑 三 は 「 ２ つ の Ｊ 」 の た め に 生 き る

と 言 っ て 『 余 は 如 何 に し て 基 督 信 徒 と な り し 乎 』 を 著 し た 。 ２ 人 は 開 国 後 の 近 代 日 本 を 外、

国 に 向 け て 紹 介 し た り （ 稲 造 、 日 本 に 無 教 会 主 義 や 非 戦 の 考 え 方 を 打 ち 立 て た り し た （ 鑑）

三 。）


